
評価（中間評価）
身体状況や生活習慣に変化が現れたか確認する。

必要に応じて、行動目標の修正を行う。

○血液検査等結果→改善しています。
項目 4月の健診結果 現在（4月との比較） 標準値

血清尿酸 7．6mg/ｄｌ 6．9mg/ｄｌ（↓0．7mg/dl）

98mg/ｄｌ（↓40mg/dl）LDLコレステロール 138mg/ｄｌ

7．0mg/ｄｌ以下（男性）

120mg/ｄｌ以下

内臓脂肪の面積（赤色の部分）
※内臓脂肪の面積が100 ～150cm2の間にある場合は「内臓脂肪が多い」状態といえます。
※赤色の部分が内臓脂肪の面積、ピンク色の部分が皮下脂肪の面積です。

○内臓脂肪測定結果→ 100．7cm2 でした。

○身体測定結果 →減少しています。
項目 平成１８年１１月 １２月 目標 平成１９年５月

体重 ８４.０Kg ８２.０ Kg （↓２.０ｋｇ）

９９.５cm （↓1．0ｃｍ）腹囲 100.5ｃｍ

７９.０Kg

９５.５ｃｍ



健康増進施設認定制度について

温泉利用型健康増進施設

健康増進のための温泉利用及
び運動を安全かつ適切に行うこ
とのできる施設

温泉利用型健康増進施設

健康増進のための温泉利用及
び運動を安全かつ適切に行うこ
とのできる施設

温泉利用プログラム型
健康増進施設

温泉を利用した健康増進のた
めのプログラム（以下のいずれ
か）を提供する施設

①特に優れた泉質を利用
②周辺の自然環境を活用
③地域の健康増進事業と連携

温泉利用プログラム型
健康増進施設

温泉を利用した健康増進のた
めのプログラム（以下のいずれ
か）を提供する施設

①特に優れた泉質を利用
②周辺の自然環境を活用
③地域の健康増進事業と連携
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運動型健康増進施設

健康増進のための有酸素運動
を安全かつ適切に行うことのでき
る施設

運動型健康増進施設

健康増進のための有酸素運動
を安全かつ適切に行うことのでき
る施設

要件緩和 （平成15年に追加）
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《設備要件》

○運動関係 ： 有酸素運動、筋力強化運
動等を安全に行える 設備 （ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞｼﾞﾑ、

運動ﾌﾛｱ及びﾌﾟｰﾙの全部又は一部）

○その他 ： 体力測定、運動ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ提供
及び応急処置のための設備

《設備要件》

○運動関係 ： 有酸素運動、筋力強化運
動等を安全に行える 設備 （ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞｼﾞﾑ、

運動ﾌﾛｱ及びﾌﾟｰﾙの全部又は一部）

○その他 ： 体力測定、運動ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ提供
及び応急処置のための設備

《人的要件 等》

○運動プログラム提
供者（健康運動指
導士等）の配置

○医療機関との連携
（３類型共通）

《人的要件 等》

○運動プログラム提
供者（健康運動指
導士等）の配置

○医療機関との連携
（３類型共通）

《設備要件》

○運動関係、その他 ：（運動型施設と同様）

○温泉設備 ： 次の５種類の設備
①かぶり湯、②全身及び部分浴槽、
③寝湯、持続浴槽等、④気泡浴槽、
圧注浴槽等、⑤サウナ等

《設備要件》

○運動関係、その他 ：（運動型施設と同様）

○温泉設備 ： 次の５種類の設備
①かぶり湯、②全身及び部分浴槽、
③寝湯、持続浴槽等、④気泡浴槽、
圧注浴槽等、⑤サウナ等

《人的要件》

○運動プログラム
提供者の配置

○温泉利用指導者
の配置（別紙参照）

《人的要件》

○運動プログラム
提供者の配置

○温泉利用指導者
の配置（別紙参照）

《設備要件》

○運動関係 ： （不要）

○その他 ： 血圧測定、温泉利用ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ
提供、生活指導及び応急処置設備

○温泉設備 ： 次の２種類の浴槽
①刺激の強いもの（泉温42度以上 等）
②刺激の弱いもの（泉温33～39度 等）

《設備要件》

○運動関係 ： （不要）

○その他 ： 血圧測定、温泉利用ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ
提供、生活指導及び応急処置設備

○温泉設備 ： 次の２種類の浴槽
①刺激の強いもの（泉温42度以上 等）
②刺激の弱いもの（泉温33～39度 等）

《人的要件》

○温泉入浴指導員
の配置

（別紙参照）

《人的要件》

○温泉入浴指導員
の配置

（別紙参照）
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（平成19年3月1日現在）


